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▲４月22日　静峰ふるさと公園で、
「八重桜まつり」の開会式がありま
した。水上ステージでは、写真の五
台小学校の金管バンドの演奏をはじ
め、様々な催しが行われました。
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議員提出議案（６件）
条例関係　　　　１件（すべて可決）
その他議案　　　１件（すべて可決）
委員会報告など　４件（すべて可決）

市長提出議案（39件）
条例関係　　10件（すべて可決）
当初予算　　10件（すべて可決）
補正予算　　９件（すべて可決）
その他議案　10件（すべて可決）

議案件数と結果

平成19年第１回定例会
（３月５日～３月16日）

３月５日 本会議
（閉会中の委員会報告など）

３月６日 本会議
（市長提出の条例改正や補
正予算など）

３月７日 総務常任委員会
経済常任委員会

３月８日 建設常任委員会
教育厚生常任委員会

３月12日 本会議
（一般質問　５名）

３月13日 本会議
（一般質問　５名）

３月14日 本会議
（一般質問　４名）

３月16日 本会議
（委員長報告、予算議案採
決、その他議案）

平成19年第1回定例会　

平成19年度各種会計当初予算
那珂市副市長選任など議決

　

平
成
19
年
度
那
珂
市
各
種

会
計
の
当
初
予
算
を
、
下
記

の
と
お
り
、可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
当

初
予
算
の
審
議
を
、
４
つ
の

常
任
委
員
会
に
分
割
し
、
７

日
、
８
日
に
そ
れ
ぞ
れ
常
任

委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
は
、
４
つ
の

常
任
委
員
会
で
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
い
う
結
論
に
な
り
、
16
日

の
本
会
議
で
当
初
予
算
す
べ

て
が
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
予
算

概
要
や
審
議
内
容
な
ど
は
、

５
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

平成19年度当初予算

会　計　区　分 予　算　額

一般会計 170億0,000万円

国民健康保険特別会計（事業勘定） 52億1,500万円

老人保健特別会計 43億1,400万円

下水道事業特別会計 21億2,400万円

公園墓地事業特別会計 950万円

農業集落排水整備事業特別会計 6億8,400万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 26億7,100万円

介護サービス事業特別会計 670万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計 2億4,200万円

合　　　計 322億6,620万円

平成19年度那珂市各種会計当初予算額

区　　　分 予　算　額

収益的収支
収入 11億5,615万円

支出 11億1,958万円

資本的収支
収入 6,092万円

支出 5億7,921万円

平成19年度那珂市水道事業会計当初予算額
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　平成19年第1回定例会

那
珂
市
副
市
長 人　
　

事

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
那
珂
市
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、

◎
「
助
役
」
の
名
称
は
「
副

市
長
」に
な
り
ま
す
。「
副

市
長
」
の
定
数
は
条
例
で

任
意
に
定
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
「
収
入
役
」
は
廃
止
。

◎
市
職
員
の
名
称
は
自
治
法

上
「
吏
員
」
で
あ
っ
た
の

を
「
職
員
」
と
し
た
こ
と
。

な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す

る
那
珂
市
の
条
例
の
字
句
等

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

瓜
連
プ
ー
ル
（
瓜
連
小
学

校
東
側
）
は
、
プ
ー
ル
開
設

以
来
、
学
校
や
一
般
の
方
に

開
放
し
て
利
用
し
て
き
ま
し

た
。
最
近
は
一
般
の
方
の
利

用
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、

一
般
の
方
へ
の
開
放
を
廃
止

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
４
月
１
日
よ
り
、

瓜
連
プ
ー
ル
は
、
瓜
連
小
学

校
専
用
プ
ー
ル
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

瓜
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
瓜
連

支
所
東
側
）
の
夜
間
照
明
施

設
の
利
用
が
極
端
に
少
な
い

た
め
、
４
月
１
日
よ
り
、
瓜

連
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明

施
設
の
使
用
を
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

日
没
ま
で
の
瓜
連
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
利
用
は
従
来
ど
お
り
で

す
。

　

那
珂
市
の
副
市
長
の
定
数

は
、「
１
名
」と
定
め
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
よ
り
施
行
と
な

り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

の
地
方
債
償
還
に
充
て
る
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
４

月
１
日
よ
り
基
金
を
設
置
し

ま
す
。

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理

那
珂
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

瓜
連
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

那
珂
市
副
市
長
の
定
数
制
定

那
珂
市
農
業
集
落
排
水
整
備

事
業
基
金
を
設
置

条　　例

　
　
　
　

任
期　

Ｈ
19･

４･

１
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
21･

３･

31
ま
で
（
２
年
間
）

　

那
珂
市
助
役
の
篠
原
晃
重
氏
が
、
平
成
19
年

３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
の

那
珂
市
副
市
長
の
選
任
議
案
を
可
決
。

那
珂
市
政
治
倫
理
審
査
委
員

　
　
　
　

任
期　

Ｈ
19･

４･

１
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
22･

３･

31
ま
で
（
３
年
間
）

綿
引　

光
男　

氏　

菅
谷　

77
歳

那
珂
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

矢
﨑　
　

健　

氏　

後
台　

74
歳

寺
門　

弘
道　

氏　

瓜
連　

66
歳

綿
引　

秀
栄　

氏　

瓜
連　

66
歳

金
子　
　

巖　

氏　

静　
　

67
歳

手
塚　

典
伸　

氏　

菅
谷　

63
歳

川
﨑　

敏
明　

氏　

豊
喰　

62
歳

寺門　義
よしかず

一　氏
瓜連　60歳
任期　H19.４.１から
　　　H23.３.31まで
　　　　（４年間）

▲第１回定例会本会議
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平成19年第1回定例会　

　

毎
月
実
施
し
て
い
る
現
金

出
納
検
査
の
期
日
を
４
月
よ

り
10
日
か
ら
25
日
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
那
珂
市
職
員
の

通
勤
手
当
の
支
給
額
の
引
き

下
げ
と
、
地
域
の
民
間
賃
金

や
物
価
な
ど
を
考
慮
し
て
職

員
に
支
給
す
る
地
域
手
当
を

新
設
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
鴻
巣
に
設
置
す
る

「
芳
野
農
産
物
直
売
所
」
の

設
置
や
管
理
な
ど
を
定
め
た

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
委

員
の
選
任
が
、
議
会
の
閉
会

中
に
お
い
て
も
、
条
例
で
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
議
長
が

委
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

那
珂
市
監
査
委
員
条
例
の
一

部
改
正

那
珂
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

那
珂
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

那
珂
市
農
業
活
動
拠
点
施
設

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
を
制
定

那
珂
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

条　

例

そ
の
他
の
議
案

　

那
珂
市
の
市
道
の
新
設
や

整
備
に
よ
っ
て
道
路
の
延
長

や
幅
員
が
変
更
に
な
る
た
め
、

新
た
に
34
路
線
を
市
道
と
し

て
認
定
し
、
変
更
さ
れ
た
旧

路
線
、
31
路
線
の
道
路
認
定

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
戸
地
区
の
地
籍
調

査
に
伴
い
、
字
の
区
域
の
明

確
化
を
は
か
る
た
め
、
一
部

の
字
の
境
界
を
変
更
し
ま
し

た
。

字
の
区
域
の
変
更

補　正　予　算

▼平成18年度公園墓地事業特別会計補正予算
　（第２号）
　85万円の増額→総額1,154万５千円
　　歳出の墓地管理事業137万円減額、一般会計操出
金222万円増額によるものです。

▼平成18年度農業集落排水整備事業特別会計補正予
算（第３号）
　1,203万５千円の減額→総額４億5,082万９千円
　　歳出の工事費や維持管理費の確定による減額です。

▼平成18年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別
会計補正予算（第２号）
　99万７千円の減額→総額３億3,438万１千円
　　歳出の区画整理事業費の確定により99万円の減
額によるものです。

▼平成18年度下水道事業特別会計補正予算（第４号）
　２億3,693万９千円の減額→総額21億5,716万円
　　歳出の公共下水道整備事業が２億707万円の減額
となることによるものです。

▼平成18年度一般会計補正予算（第５号）
　１億5,346万３千円の減額→総額171億251万３千円
　　歳入では、市債の確定により１億9,320万円の減
額、補助金などの歳入額の確定などによる増減で
す。
　　歳出では、土木費の道路工事などの事業費確定に
より１億3,400万円の減額、その他の事業支出額の
確定などの減額によるものです。

▼平成18年度国民健康保険（事業勘定）特別会計補
正予算（第３号）
　１億2,692万８千円の減額→総額49億205万８千円
　　保険給付費8,860万円減額、共同事業拠出金3,909
万円など、歳出見込み額の減額によるものです。

▼平成18年度老人保健特別会計補正予算（第２号）
　３億2,858万５千円の減額→総額42億4,721万５千円
　　医療給付費が、３億3,000万円減額など、歳出見
込み額の減額によるものです。

▼平成18年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補
正予算（第４号）
　9,844万７千円の増額→総額26億5,479万１千円
　　介護サービス給付費増のため5,048万円増、介護
給付費基金積立金積立4,060万円増などです。
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　予算審議レポート

　

一
般
会
計
歳
入
の
主
な
予

算
審
議
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　

市
税
10
・
５
％
増
の
約
６

億
７
千
万
円
増
の
理
由
は
、

市
民
税
の
個
人
住
民
税
が
、

税
源
移
譲
に
よ
る
税
率
の
改

正
（
３
〜
10
％
か
ら
一
律
６

％
に
改
正
）
、
定
率
減
税
の

廃
止
（
Ｈ
17
は
15
％
減
税
、

Ｈ
18
は
７
・
５
％
減
税
が
廃

止
）
に
よ
り
増
加
。
固
定
資

産
税
は
、
土
地
の
評
価
額
の

改
正
に
よ
り
増
加
。
都
市
計

画
税
は
、
瓜
連
地
区
で
課
税

が
始
ま
る
た
め
増
加
と
な
っ

た
。

　

市
税
の
滞
納
繰
越
分
の
徴

収
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
に
対
し
、
厳
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
差
し
押
さ
え
・

公
売
な
ど
も
実
施
し
て
努
力

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

繰
入
金
で
、
基
金
か
ら
繰

入
し
て
い
る
が
、
基
金
残
高

は
い
く
ら
か
に
対
し
、
平
成

17
年
度
末
で
は
、
45
億
円
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

款　名　称 19年度当初　Ａ 18年度当初　Ｂ 比較増減額　Ａ－Ｂ
市税 70億5,669万円 63億8,368万円 6億7,301万円
地方交付税 33億1,490万円 35億4,560万円 ▲2億3,070万円
市債 15億 410万円 15億2,380万円 ▲1,970万円
国庫支出金 11億 534万円 10億9,239万円 1,295万円
繰入金 8億8,472万円 8億 689万円 7,783万円
県支出金 8億5,984万円 9億 194万円 ▲4,210万円
地方消費税交付金 4億5,934万円 4億4,941万円 993万円
諸収入 3億7,202万円 3億9,631万円 ▲2,429万円
地方譲与税 3億4,090万円 7億5,630万円 ▲4億1,540万円
繰越金 3億0,000万円 3億0,000万円 0円
分担金及び負担金 2億7,623万円 2億9,573万円 ▲1,950万円
使用料及び手数料 2億1,449万円 1億9,309万円 2,140万円
自動車取得税交付金 1億5,880万円 1億6,900万円 ▲1,020万円
地方特例交付金 5,560万円 1億5,650万円 ▲1億 90万円
株式等譲渡所得割交付金 2,779万円 1,084万円 1,695万円
利子割交付金 2,255万円 1,925万円 330万円
配当割交付金 2,006万円 1,467万円 539万円
財産収入 1,682万円 1,468万円 214万円
交通安全対策特別交付金 850万円 850万円 0円
ゴルフ場利用税交付金 131万円 142万円 ▲11万円

合　　　計 170億0,000万円 170億4,000万円 ▲4,000万円

平成19年度　一般会計当初予算　歳入内訳

市税が70億５千万円（10.5％増）
税源移譲により歳入構造が変化

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算　

歳
入

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会

計
歳
入
は
、
前
年
度
よ
り

４
千
万
円
減
の
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、

国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど

に
よ
り
、
所
得
税
か
ら
個

人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲

や
所
得
税
な
ど
の
定
率
減

税
廃
止
に
よ
り
、
市
税
の

個
人
住
民
税
が
増
加
と
な

り
、
地
方
交
付
税
・
地
方

譲
与
税
・
地
方
特
例
交
付

金
な
ど
が
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
増
減
に

よ
る
、歳
入
へ
の
影
響
は
、

わ
ず
か
に
減
収
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
歳
入

は
、
景
気
の
回
復
傾
向
に

あ
り
、
法
人
市
民
税
・
地

方
消
費
税
交
付
金
・
株
式

等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
な

ど
が
わ
ず
か
に
増
加
す
る

見
込
み
で
す
。

一
般
会
計
予
算　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

議員
意見

市
税
な
ど
の
滞
納
整
理
に　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

十
分
な
努
力
を
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一
般
会
計
歳
出
の
主
な
予

算
審
議
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　

表
彰　

表
彰
規
定
が
古

く
、
本
年
度
に
見
直
す
予
定

で
あ
る
が
、
地
道
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
を
発
掘

し
て
表
彰
し
て
ほ
し
い
。

　

選
挙
啓
発　

最
近
の
選
挙

は
投
票
率
が
低
い
の
で
、
選

挙
啓
発
の
努
力
を
す
べ
き
で

あ
る
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
公
共
施
設
整
備　

本
年
は
中
学
校
５
校
、
那
珂

聖
苑
に
各
１
台
ず
つ
設
置
す

る
よ
う
だ
が
、
講
習
会
も
多

数
実
施
し
て
ほ
し
い
。

　

病
害
虫
防
除　

無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
農
薬
散
布
は
効

果
が
薄
い
の
で
、
効
果
が
上

が
る
方
策
を
協
議
し
て
ほ
し

い
。

　

清
水
洞
の
上
整
備　

整
備

後
の
管
理
や
借
地
に
つ
い
て

地
元
と
の
協
働
に
よ
る
整
備

手
法
を
精
査
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

合
併
浄
化
槽
設
置　

補
助

申
請
者
が
増
加
し
て
い
る
。

補
助
枠
を
拡
げ
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
ほ
し
い
。

　

道
路
管
理　

現
在
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
通
学
路
の

除
草
を
し
て
い
る
場
所
が
あ

る
。
市
で
は
活
動
を
支
援
す

る
対
策
な
ど
を
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。

　

地
籍
調
査　

市
内
全
体
を

完
了
す
る
ま
で
約
50
年
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

効
率
的
な
土
地
利
用
の
た
め

早
急
に
推
進
し
て
ほ
し
い
。

　

茨
野
住
宅
建
替
え　

事
業

実
施
に
つ
い
て
、
十
分
検
討

の
上
、
廃
止
・
建
設
の
判
断

を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

小
学
校
耐
震
補
強　

昭
和

56
年
以
前
の
建
物
を
調
査
診

断
し
、
５
校
の
耐
震
補
強
設

計
を
実
施
す
る
が
、
十
分
な

対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
中
の
方
20
組
程
度

が
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

場
所
を
確
保
し
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
十
分
に
配
慮
し

て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

款　名　称 19年度当初　Ａ 18年度当初　Ｂ 比較増減額　Ａ－Ｂ
民生費 38億1,764万円 39億6,580万円 ▲1億4,816万円
土木費 26億2,382万円 25億3,372万円 9,010万円
教育費 25億1,456万円 24億7,207万円 4,249万円
公債費 21億7,990万円 21億1,611万円 6,379万円
総務費 20億7,586万円 21億5,107万円 ▲7,521万円
衛生費 12億6,534万円 12億7,449万円 ▲915万円
消防費 11億2,769万円 9億8,297万円 1億4,472万円
農林水産業費 9億3,854万円 10億7,814万円 ▲1億3,960万円
議会費 2億9,011万円 3億 526万円 ▲1,515万円
商工費 1億4,573万円 1億4,085万円 488万円
予備費 2,079万円 1,950万円 129万円
災害復旧費 1万円 1万円 0円
諸支出金 1万円 1万円 0円

合　　　計 170億0,000万円 170億4,000万円 ▲4,000万円

平成19年度　一般会計当初予算　歳出内訳

医療福祉など民生費に38億円
五台小改修、都市計画道路など整備

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算　

歳
出

　

一
般
会
計
歳
出
は
、

歳
入
増
が
見
込
め
な
い

中
で
、事
業
を
厳
選
し
、

重
点
的
・
効
率
的
な
予

算
配
分
を
し
て
い
ま
す
。

科
目
別
の
予
算
内
容
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

民
生
費　

生
活
保
護

扶
助
費
や
児
童
手
当
が

増
加
し
て
い
る
が
、
障

害
者
自
立
支
援
法
施
行

な
ど
の
制
度
改
正
に
よ

り
減
額
。

　

教
育
費　

五
台
小
大

規
模
改
造
・
中
学
校
耐

震
補
強
調
査
な
ど
に
よ

り
増
額
。

　

土
木
費　

上
菅
谷
停

車
場
線
・
瓜
連
駅
南
停

車
場
線
な
ど
の
街
路
整

備
事
業
な
ど
に
よ
り
増

額
。

　

総
務
費　

退
職
な
ど

職
員
数
の
減
員
に
よ
り
、

減
額
。

　

公
債
費　

臨
時
財
政

対
策
債
の
償
還
に
よ
り

増
額
。

　

消
防
費　

高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備

な
ど
に
よ
り
増
額
。

　

農
林
水
産
業
費　

水

田
農
業
構
造
改
革
対
策

奨
励
補
助
金
の
減
に
よ

り
減
額
。

一
般
会
計
予
算

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

議員
意見

重
要
性
・
必
要
性
の
高
い
事
業
を

　

優
先
的
に
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し
い
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特別会計予算総額152億円（2.3%増）
医療･介護などに122億円支出

平
成
19
年
度
特
別
会
計
予
算

　

退
職
者
な
ど
の
加
入
が
増

加
し
て
お
り
、
年
々
保
険
給

付
費
が
増
加
し
て
い
る
。

　

加
入
者
は
約
1
万
6
千

人
。
平
成
20
年
か
ら
大
規
模

な
医
療
制
度
改
革
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
方
に
対
し
て

医
療
費
給
付
を
行
う
事
業
で

す
。
対
象
者
は
、
わ
ず
か
に

減
少
し
て
お
り
、
平
成
19
年

度
は
約
6
千
人
の
見
込
み
で

す
。

　

介
護
認
定
者
が
増
加
し
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
い
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
も
増
加

し
、
保
険
給
付
費
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

軽
度
の
要
介
護
者
が
で
き

る
だ
け
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
維
持
管
理

や
未
整
備
地
区
の
整
備
工

事
、
下
水
道
事
業
借
入
金
償

還
な
ど
が
主
で
す
。
19
年
度

は
、
向
山
、
横
堀
、
杉
原
、
下

菅
谷
、
瓜
連
駅
南
地
区
の
整

備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

19
年
度
は
鴻
巣
地
区
の
排

水
管
整
備
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
そ
の
他
、
戸
崎
・
西
木

倉
・
門
部
・
神
崎
額
田
・
戸

多
北
地
区
の
排
水
処
理
施
設

の
維
持
管
理
や
事
業
債
借
入

金
の
償
還
費
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
の
区
画

整
理
の
た
め
、
家
屋
等
の
移

転
補
償
や
道
路
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　

福
ヶ
平
霊
園
と
冨
士
霊
園

の
維
持
管
理
費
で
す
。

国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　

特
別
会
計

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画

　
　
　

整
理
事
業
特
別
会
計

公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計

特別会計区分 19年度当初　Ａ 18年度当初　Ｂ 比較増減額　Ａ－Ｂ

国民健康保険 52億1,500万円 47億8,000万円 4億3,500万円

老人保健 43億1,400万円 45億6,000万円 ▲2億4,600万円

介護保険 26億7,100万円 25億3,400万円 1億3,700万円

下水道事業 21億2,400万円 22億3,900万円 ▲1億1,500万円

農業集落排水整備事業 6億8,400万円 4億5,800万円 2億2,600万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業 2億4,200万円 3億3,900万円 ▲9,700万円

公園墓地事業 950万円 1,020万円 ▲70万円

介護サービス事業 670万円 570万円 100万円

合　　　計 152億6,620万円 149億2,590万円 3億4,030万円

平成19年度　特別会計当初予算

平成19年度水道事業会計予算

収支区分 19年度当初　Ａ 18年度当初　Ｂ 比較増減額　Ａ－Ｂ

収益的収支
収入 11億5,615万円 11億6,388万円 ▲773万円

支出 11億1,958万円 11億3,422万円 ▲1,464万円

資本的収支
収入 6,092万円 5,681万円 411万円

支出 5億7,921万円 5億5,051万円 2,870万円

平成19年度那珂市水道事業会計当初予算
　

水
道
事
業
は
、
水
道
給
水

施
設
の
維
持
管
理
や
原
水
購

入
、
老
朽
管
更
新
、
配
水
管

移
設
、
消
火
栓
設
置
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
予
定
量
は
、
１
日
平

均
約
１
万
５
千
㎥
の
水
を
市

内
に
給
水
し
ま
す
。
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今
回
の
委
員
会
で
は
、
組

織
の
形
態
や
、
適
正
な
職
員

数
、
職
員
の
意
識
改
革
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
で
は
、
行
政
改
革

の
一
つ
と
し
て
、
平
成
20
年

度
に
組
織
改
正
を
す
る
予
定

で
あ
り
、
当
委
員
会
の
審
議

結
果
を
、
組
織
改
正
に
反
映

さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
６

月
定
例
会
ま
で
に
提
言
を
ま

と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

行
政
組
織
の
運
営
形
態

は
、
那
珂
市
で
現
在
実
施
し

て
い
る
縦
割
組
織
の
係
制
と

他
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い

る
フ
ラ
ッ
ト
な
グ
ル
ー
プ
制

と
呼
ば
れ
る
組
織
を
導
入
し

て
い
る
所
も
あ
る
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
制
の
導
入
状
況
や
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

も
、
も
う
少
し
調
査
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

事
務
事
業
と
組
織
の
関
係

総
務
常
任
委
員
会

継続調査

行
政
組
織
の
運
営
形
態
、

　
　
　
　
　
　
　

職
員
数
な
ど
を
審
議

で
は
、
現
在
、
事
務
事
業
な

ど
の
行
政
評
価
を
実
施
し
て

い
る
の
で
、
事
務
事
業
の
廃

止
や
縮
減
な
ど
の
結
果
を
、

反
映
し
た
組
織
を
形
成
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま

し
た
。

　

職
員
数
は
、
行
政
改
革
の

中
で
定
数
削
減
を
実
施
し
、

平
成
17
年
の
５
２
７
名
か
ら
、

平
成
22
年
に
は
５
０
２
名
に

減
員
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま

た
、
今
後
、
那
珂
市
職
員
の

定
年
退
職
者
の
見
込
み
は
、

平
成
22
年
ま
で
に
約
60
人
が

自
然
減
と
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
、

最
少
の
人
数
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
の
が
、
効
率
的
な

行
政
組
織
の
基
本
で
あ
る
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
事
項
は
継
続
調

査
と
な
り
、
今
後
も
調
査
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

「
効
率
的
な
行
政
組
織
に
つ
い
て
」

調
査
研
究

　

当
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
先
進
地
視
察
を
含
め
、
３

回
委
員
会
を
開
催
し
、
地
産

地
消
の
推
進
の
た
め
審
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
産
地
消
に
対

す
る
国
・
県
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
、
学
校
給
食
に
お
け

る
市
内
産
農
産
物
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
ト
ン
ガ
リ
ハ

ッ
ト
な
ど
の
農
産
物
直
売
所

の
消
費
者
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い

て
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
国
・
県
の
地

産
地
消
関
連
の
補
助
事
業
の

中
で
、
担
い
手
の
育
成
や
小

規
模
農
業
者
対
策
と
し
て
、

ま
た
、
Ｊ
Ａ
や
商
工
会
な
ど

の
関
係
団
体
が
地
産
地
消
を

推
進
す
る
た
め
、
取
り
組
め

る
補
助
事
業
を
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
。
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
地
場
産

物
の
活
用
が
低
い
の
で
は
な

い
か
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
引
き
続
き
継
続
し
て
調

査
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
芳
野
鴻
巣
地
区

に
、
地
域
農
業
農
村
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
芳
野
農
産

物
直
売
所
が
完
成
し
た
の

で
、
現
地
調
査
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
５
月
20
日
に
オ

ー
プ
ン
予
定
で
す
。

経済常任委員会

▲芳野農産物直売所を視察しました。

芳
野
農
産
物
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン

「
地
産
地
消
に
つ
い
て
」
調
査
研
究

継続調査
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全
国
の
先
進
事
例
の
資
料

を
も
と
に
那
珂
市
の
現
状
に

対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　

地
域
と
学
校
を
取
り
持
つ

機
会
、
互
い
に
一
定
の
距
離

を
維
持
し
な
が
ら
学
校
を
見

守
り
、
地
域
の
中
で
の
パ
イ

プ
役
と
な
っ
て
く
れ
る
も

の
、
学
校
応
援
団
的
な
組
織

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

分
野
的
に
は
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
の
で

は
。
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
公
民
館
分
館
と
連

携
し
学
校
に
対
し
て
活
動
を

行
う
。
学
校
で
行
う
べ
き
こ

と
や
、
地
域
で
行
う
べ
き
こ

と
を
互
い
に
助
け
合
い
、
学

校
の
施
設
の
整
備
等
、
地
域

の
力
で
整
備
で
き
る
も
の
は

地
域
の
力
で
整
備
す
る
。
教

育
委
員
会
、
公
民
館
は
、
学

校
の
問
題
点
は
何
か
、
学
校

と
地
域
の
一
致
す
る
と
こ
ろ

は
何
か
を
把
握
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
校
の
課
題
の
ひ
と
つ

に
、
学
校
運
営
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
上
で
の
支
援
、
地

域
と
の
連
携
の
中
で
、
支
援

が
な
け
れ
ば
学
校
教
育
は
充

分
な
力
は
発
揮
で
き
な
い
。

　

以
前
よ
り
教
育
的
環
境
は

決
し
て
良
好
で
は
な
い
。
特

に
、
か
つ
て
あ
っ
た
家
庭
の

持
っ
て
い
る
教
育
力
、
地
域

が
持
っ
て
い
た
地
域
の
教
育

力
が
、
地
域
で
子
ど
も
達
が

育
つ
上
で
は
大
き
な
役
割
を

し
て
き
た
が
、
い
ま
は
極
め

て
低
下
し
て
い
る
。
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

　

本
市
の
実
情
に
あ
っ
た
連

携
策
を
さ
ら
に
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
継
続
し
て

調
査
す
る
。

教育厚生常任委員会

継続調査 地
域
の
連
携
と
支
援
を
得
て
、

　
　
　

学
校
教
育
が
充
分
な
力
を
発
揮

「
学
校
と
地
域
の
連
携
に
つ
い
て
」

調
査
研
究

◎
原
科
研
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
に
お

け
る
新
増
設
計
画
に
つ
い

て

　

こ
の
新
増
設
計
画
に
つ
い

て
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
東
海
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
原
子
力
科
学
研
究
所

（
原
科
研
）
よ
り
説
明
を
求

め
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

原
科
研
の
説
明
で
は
、
所

期
の
利
用
目
的
を
達
成
し
た

原
子
力
施
設
を
、
中
期
廃
止

措
置
計
画
に
基
づ
き
、
順
次

解
体
等
の
廃
止
措
置
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
回

廃
止
を
予
定
し
て
い
る
施
設

で
保
管
管
理
し
て
い
る
核
燃

料
物
質
を
、
核
物
質
防
護
設

備
が
整
備
さ
れ
て
い
る
建
家

（
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
）
に
集
約
す

る
た
め
、
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
の
年

間
使
用
予
定
量
を
増
加
さ
れ

る
と
と
も
に
、
専
用
の
保
管

原
子
力
安
全
対
策
特
別
委
員
会

継続調査

気
体
廃
棄
物
の
放
出
状
況
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

異
常
な
し

庫
を
設
置
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

委
員
よ
り
、
核
燃
料
物
質

を
一
カ
所
に
集
中
し
て
管
理

す
る
こ
と
は
、
臨
界
な
ど
事

故
の
危
険
性
が
増
す
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
ホ
ッ
ト
ラ

ボ
建
家
の
安
全
性
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
工
事
や
管
理

に
つ
い
て
十
分
な
安
全
対
策

を
求
め
、
承
認
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

◎
平
成
18
年
度
第
３
四
半
期

の
気
体
廃
棄
物
の
放
出
状

況
は
異
常
な
し

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
12
月

の
間
の
那
珂
市
周
辺
の
原
子

力
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
気

体
廃
棄
物
の
放
出
状
況
は
、

各
事
業
所
と
も
基
準
以
下
で

あ
り
、
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

ホ
ッ
ト
ラ
ボ
新
増
設
計
画
を
承
認
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14議員が一般質問
◆遠藤　　実　議員
　１．住民対応サービスの向上について
　２．難病患者福祉について
　３．地域福祉計画について

◆萩野谷敏一　議員
　１．都市計画税課税について（旧瓜連町分）
　２．電源立地対策交付金について
　３．都市計画道路について

◆根本　慎一　議員
　１．効率的な業務推進に向けて（継続）
　２．市長の政策実現に向けての確認

◆中﨑　政長　議員
　１．市長選挙の結果について
　２．市長所信について

◆雨川　和幸　議員
　１．市長４期目就任に対する市財政運営の基本姿勢に

ついて
　２．東海ＰＡスマートＩＣ社会実験実現化にむけた東

海村との共同開発整備計画への取り組みについて
　３．林野庁、県施策「美しい森づくり」運動に関連し、

那珂地区特産林業用樹苗の生産対策について

◆君嶋　寿男　議員
　１．自主防災組織の運営について
　２．瓜連中学校整備計画について

◆笹島　　猛　議員
　１．地球温暖化防止の取り組みについて
　２．学校給食について
　３．就学援助制度について

◆木村　静枝　議員
　１．タクシー利用助成事業について
　２．全国一斉学力テストについて

◆石川　利秋　議員
　１．市政運営について

◆蝦名　純子　議員
　１．市立図書館の運営について
　２．子育て支援について

◆海野　　徹　議員
　１．小宅市政今期の運営方針について
　２．選挙について
　３．懲戒処分の公表指針について
　４．下水道事業について
　５．放課後児童クラブについて
　６．市長交際費の公開について
　７．広報紙・ホームページ・封筒等への広告掲載につ

いて
　８．デマンド交通システムについて
　９．那珂市大使について

◆寺門　　近　議員
　１．那珂市行政改革の実施計画について

◆車田　一嗣　議員
　１．農業振興について
　２．環境整備について
　３．都市計画街路菅谷飯田線及び菅谷小原内水戸線の

整備促進

◆先﨑　　光　議員
　１．税源移譲（個人住民税）に伴う徴収体制の
　　　強化について
　２．住民自治の推進について

．
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

す
る
な
ど
様
々
な
手
法
を
研

究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

当
初
は
平
成
18
年
度

に
策
定
す
る
予
定
で
し
た

が
、
諸
事
情
に
よ
り
遅
れ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

20
年
度
に
は
策
定
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
策
定
し
て
い
き

た
い
。

病
患
者
見
舞
金
制
度
を
導
入

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
過
去

平
成
16
年
に
一
般
質
問
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
検
討

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。　

保
健
福
祉
部
長　

以
前
に
茨
城
県
難
病

団
体
連
絡
協
議
会
か
ら
の
陳

情
が
あ
っ
た
際
に
も
、
市
長

は
「
議
会
で
一
般
質
問
も
あ

　

難
病
と
は
、
原
因

が
不
明
で
治
療
法
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
後
遺
症

を
残
す
恐
れ
の
あ
る
疾
病
で

す
が
、患
者
の
方
々
は
治
療
・

検
診
を
受
け
る
た
め
に
指
定

さ
れ
た
病
院
に
通
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
た
め
、
そ
の
交

通
費
な
ど
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
県
内
過
半
数
の

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
難

難
病
患
者
見
舞
金
制
度
を
導
入
す
る
べ
き

難
病
患
者
見
舞
金
制
度
を
導
入
す
る
べ
き

検
討
し
た
が
当
面
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い

遠藤　実 議員

質問事項
１．住民対応サービスの向上

について
２．難病患者福祉について
３．地域福祉計画について

　

平
成
16
年
に
一
般

質
問
で
そ
の
策
定
と

各
種
福
祉
施
策
の
充
実
を
求

め
ま
し
た
が
、
現
状
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ま
た
、
各
種
福
祉
計
画
と

連
動
さ
せ
て
策
定
し
、
実

行
･
検
証
し
改
善
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
、
福
祉
人
材
の
発
掘
・
育

成
は
３
級
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

座
修
了
生
を
機
能
的
に
活
用

地
域
福
祉
計
画
は
住
民
参
加
で
策
定
・
実
施
を

地
域
福
祉
計
画
は
住
民
参
加
で
策
定
・
実
施
を

　

地
域
福
祉
計
画
は
住
民
の

参
加
を
得
て
具
体
的
な
内
容

を
盛
り
込
み
、
個
別
福
祉
計

画
を
推
進
す
る
た
め
に
福
祉

事
業
者
や
住
民
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
か
を
定
め
ま
す
。

　

人
材
育
成
に
関
し
て
は
、

３
級
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
修

了
生
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
協
力
会
員
へ

の
登
録
を
働
き
か
け
て
い
ま

す
。

平
成
20
年
度
に
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
策
定
す
る

り
内
容
に
つ
い
て
は
理
解
し

て
い
る
の
で
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
い

ろ
い
ろ
検
討
し
ま
し
た
が
、

財
源
調
整
の
問
題
が
あ
り
、

当
面
実
施
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

▲様々な福祉計画等が作成されています

実施地域

未実施

茨城県　難病患者見舞金制度実施地域（18年４月現在）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

種
々
想
定
外
事
案
が
生
じ

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
の
意
見
、
議
会
の
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
解
決
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
税
は
、

目
的
税
で
あ
り
、
市

街
化
区
域
内
の
都
市
計
画
事

業
の
費
用
に
充
て
る
と
な
っ

て
い
る
。
瓜
連
地
区
は
合
併

に
よ
り
非
課
税
か
ら
課
税
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
納
税
者
に

対
し
充
分
納
得
の
い
く
計
画

構
想
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
又
、
都
市
基
盤
整
備
の

済
ん
で
い
る
（
平
野
）
等
の

対
応
は
ど
の
様
に
す
る
か
納

都
市
計
画
税
と
課
税
（
瓜
連
地
区
）
に
つ
い
て

都
市
計
画
税
と
課
税
（
瓜
連
地
区
）
に
つ
い
て

税
の
理
解
、
周
知
伝
達
に
つ

い
て
は
ど
の
様
に
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
理
念
を
継
承
し
、
那
珂
市

第
１
次
総
合
計
画
の
土
地
利

用
構
想
の
中
で
、
旧
両
町
の

市
街
化
区
域
を
区
別
す
る
こ

と
な
く
整
備
方
針
を
進
め
ま

す
。
平
野
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
、
住
民

の
利
便
性
に
つ
な
が
る
事
業

の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

今
ま
で
合
併

だ
よ
り
、
広
報
な
か
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
税
に
つ
い
て
広
報
に
連
載

し
理
解
し
て
い
た
だ
く
様
、

計
画
し
て
い
ま
す
。

広
報
な
か
等
を
通
じ
、
周
知
伝
達
を
は
か
る

▲都市計画街路　一部供用開始した上菅谷停車場線
　（上菅谷駅～349号バイパスまで）

萩野谷敏一 議員

質問事項
１．都市計画税課税について

（旧瓜連町分）
２．電源立地対策交付金につ

いて
３．都市計画道路について

　

平
成
18
年
６
月
、

執
行
部
、
議
会
の
原

子
力
特
別
委
員
会
が
経
済
産

業
省
に
交
付
限
度
額
算
定
地

域
の
拡
大
及
び
増
額
の
要
望

書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
後

の
経
過
は
ど
の
様
に
な
っ
た

か
。
那
珂
台
地
は
一
衣
帯
水

の
関
係
に
あ
り
、
安
心
、
安

全
の
理
解
、
啓
蒙
、
那
珂
市

の
一
体
感
醸
成
の
た
め
に
も

地
域
拡
大
は
必
要
な
の
で
は

電
源
立
地
対
策
交
付
金
に
つ
い
て

電
源
立
地
対
策
交
付
金
に
つ
い
て

な
い
か
。
ま
た
、
国
へ
の
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
ど
の
様
に
対
応
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

要

望
書
に
対
す
る
国
か

ら
の
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

区
域
拡
大
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
関
係
機
関
に
算
定
拡

大
、
区
域
拡
大
の
要
望
活
動

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
拡
大
の
要
望
活
動
を
し
ま
す

▲東京電力㈱常陸那珂火力発電所（東海村）
　電源交付金は発電所周辺地域へ交付されます
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　
　

当
市
財
政
難
の

克
服
に
は
、
事
業
を

効
率
的
に
進
め
た
り
、
財
政

負
担
の
軽
減
を
狙
っ
た
事
業

見
直
し
が
必
要
だ
。「
し
ど
り

の
湯
の
赤
字
対
策
」
と
「
防

災
無
線
の
点
検
方
法
の
見
直

し
」
の
２
点
で
も
約
２
千
万

円
以
上
の
削
減
可
能
。
こ
の

経
験
を
他
事
業
に
反
映
す
れ

ば
財
政
難
改
善
に
大
き
く
貢

献
で
き
る
。
し
ど
り
の
湯
は

き
め
細
か
な
事
業
改
善
で
財
政
難
の
克
服
を
！

き
め
細
か
な
事
業
改
善
で
財
政
難
の
克
服
を
！

再
開
前
よ
り
利
用
客
が
減

り
、
市
民
の
税
金
補
填
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

手
法
の
活
用
で
原
因
対
策
を

詰
め
、
多
く
の
市
民
が
利
用

で
き
る
施
設
に
す
べ
き
。
ま

た
防
災
無
線
点
検
項
目
を
減

す
等
経
費
節
減
の
改
善
や
災

害
時
の
防
災
計
画
に
示
す
だ

け
で
な
く
、
財
政
負
担
の
無

い
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
協
力

を
得
る
行
動
に
入
る
べ
き
だ
。

　

環
境
経
済
部
長　

指
摘
の
手
法
は
経
費

節
減
に
有
効
で
あ
り
真
剣
に

取
組
み
た
い
。「
し
ど
り
の

湯
」
の
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ

時
間
、
両
替
等
も
市
民
に
便

利
な
よ
う
に
変
更
し
た
。
防

災
無
線
も
経
費
節
減
を
念
頭

に
点
検
の
見
直
し
や
災
害
時

の
情
報
収
集
と
し
て
市
の
防

災
計
画
に
あ
る
ア
マ
無
線
の

協
力
も
得
た
い
。

指
摘
の
よ
う
な
経
費
節
減
は
真
剣
に
取
り
組
み
た
い

根本　慎一 議員

質問事項
１．効率的な業務推進に向け

て（継続）
２．市長の政策実現に向けて

の確認

　

市
長
選
で
市
民
に

示
し
た
公
約
実
行
は

市
長
の
責
務
で
あ
る
。
当
市

の
財
政
状
況
か
ら
最
重
要
な

点
は
ま
ず
効
率
的
な
行
財
政

運
営
。
施
政
方
針
で
も
新
た

な
予
算
の
捻
出
は
内
部
努
力

で
と
の
姿
勢
を
表
明
し
た
。

　

市
長
公
約
と
市
民
要
求
が

一
致
し
て
い
る
の
が
公
共
下

水
道
の
早
期
普
及
で
あ
る
。

　

現
在
の
普
及
率
は
人
口
比

財
政
見
直
し
で
公
共
下
水
道
を

財
政
見
直
し
で
公
共
下
水
道
を
優
先
優
先
普
及
す
べ
き
だ

普
及
す
べ
き
だ

で
50
％
、
ま
だ
63
％
の
地
域

の
住
民
が
必
要
と
し
て
い

る
。
従
来
の
進
め
方
で
は
後

40
年
間
必
要
。
執
行
部
と
議

員
の
う
ち
40
年
後
に
は
た
っ

た
一
人
が
生
き
て
い
る
程
度

だ
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
市

民
に
押
し
付
け
る
の
は
行
政

の
仕
事
で
は
な
い
。
こ
れ
は

市
長
の
考
え
で
は
無
い
と
信

じ
て
い
る
。
大
き
な
市
長
決

断
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

市
長　

議
員
指
摘

の
通
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
長
期
間
必
要
と
な
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

が
全
て
の
事
業
評
価
を
し
、

優
先
度
に
応
じ
て
予
算
編
成

に
反
映
さ
せ
た
い
。
ま
た
、

借
金
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
ず

に
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
い

色
々
な
形
で
県
、
国
に
陳
情

な
ど
を
し
て
予
算
確
保
の
努

力
を
し
た
い
。

全
事
業
見
直
し
評
価
や
補
助
の
確
保
で
努
力
し
た
い

　PDCAサイクルという名称は、サイクルが次の四段階か
らなることから、その頭文字をつなげたものである。

Plan（計画）：従来の実績や将来の予測などをもとにして
　　業務計画を作成する。
Do（実施･実行）：計画に沿って業務を行う。
Check（点検･評価）：業務の実施が
　　計画に沿っているか
　　どうかを確認する。
Act（処置･改善）：実施が
　　計画に沿っていない
　　部分を調べて処置を
　　する。

PDCAサイクルとは

現在の那珂市公共下水道の普及率と未整備率

人口比率
（注１）

面積比率
（注２）

公共下水道普及率 40％ 22％

農業集落排水普及率 10％ 15％

普及率の合計 50％ 37％

未整備率の合計 50％ 63％

注１）　人口比の普及率は人口56,599人に対する比率
注２）　面積比の普及率は整備面積4156ha（公共下水
　　　　道エリア：3258ha、農集エリア：898ha）に対
　　　　する比率
注３）　合併処理浄化槽は人口比で13.5％、上記と合わ
　　　　せると人口比で63.5％となる。

Act Plan

Check Do

ＡＰ
ＣＤ
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

上
下
水
道
部
長　

17
年
度
末
ま
で
の
事

業
費
は
、
補
助
事
業
約
52
億

円
、
単
独
事
業
66
億
円
、
合

わ
せ
て
１
１
８
億
円
で
、
延

長
14
万
５
千
ｍ
で
す
。
今
後

も
毎
年
８
億
円
の
投
資
だ
と

40
年
ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
は

と
考
え
ま
す
。

　

市
長　

公
共
下
水
道
普
及

率
だ
け
で
申
し
上
げ
ま
す
と

市
39
・
１
％
、
県
平
均
50
・
１

な
い
か
。
外
国
に
は
投
票
し

な
い
者
に
罰
金
を
課
す
と
こ

ろ
も
あ
り
、
当
市
に
お
い
て

も
投
票
所
ご
と
に
景
品
が
当

る
と
か
必
要
で
は
な
い
か
。

　

低
投
票
率
の
中
で
行
な
わ

れ
た
今
回
の
市
長
選
に
つ
い

て
、
小
宅
市
長
の
見
解
を
お

尋
ね
す
る
。

　

市
長　

多
く
の
市

民
の
信
任
を
得
て
就

任
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
痛
感

し
て
い
る
と
と
も
に
、
有
権

者
の
厳
し
い
洗
礼
を
受
け
た

こ
と
に
つ
い
て
真
摯
に
受
け

と
め
、
初
心
に
帰
っ
て
市
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

一
昨
年
の
衆
議
院

解
散
総
選
挙
の
那
珂

市
の
投
票
率
は
65
％
を
超
え

て
お
り
今
回
の
市
長
選
は
４

人
の
候
補
者
で
争
っ
た
身
近

な
選
挙
で
あ
り
な
が
ら
投
票

率
58
・
17
％
。
こ
れ
は
有
権

者
４
万
５
３
７
０
人
の
内
、

２
万
６
３
９
０
人
し
か
権
利

を
執
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
率
を
上
げ
る
為
の
方

策
を
考
え
な
お
す
時
期
で
は

市
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

市
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

有
権
者
の
厳
し
い
洗
礼
を
受
け
初
心
に
帰
っ
て

▲下水道工事（菅谷の杉原地区）

▲100歳のおばあちゃんも投票（戸多地区）

中﨑政長 議員

質問事項
１．市長選挙の結果について

２．市長所信について

　

今
回
の
市
長
選
の

候
補
者
は
、
生
活
道

路
の
整
備
、
公
共
下
水
道
の

早
期
実
現
を
公
約
の
一
つ
と

し
て
争
い
ま
し
た
。
那
珂
市

の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
約

40
％
で
す
。
現
在
の
ま
ま
進

む
と
、
完
備
ま
で
に
約
40
年

か
か
っ
て
し
ま
う
。
早
期
実

現
は
市
民
の
大
き
な
願
い
で

す
。
上
下
水
道
部
長
、
市
長

の
見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

下
水
道
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

下
水
道
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

％
と
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る

現
状
で
す
。
し
か
し
公
共
下

水
・
農
業
集
落
排
水
・
合
併

浄
化
槽
の
３
事
業
を
合
わ
せ

た
人
口
普
及
率
は
63
・
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
県
内
24
番

目
の
普
及
率
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
３
つ
の
事
業
を

組
み
合
わ
せ
て
生
活
排
水
処

理
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

公
共
下
水
道
、
集
排
、
合
併
浄
化
槽
を
柱
に
し
て
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

験
を
契
機
に
市
道
と
ア
ク
セ

ス
し
、
地
域
の
活
性
化
を
は

か
り
た
い
の
で
、
東
海
村
と

共
同
開
発
整
備
さ
れ
ま
す
よ

う
要
望
い
た
し
ま
す
が
推
進

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

東

海
村
が
東
海
Ｐ
Ａ
・

ス
マ
ー
ト
社
会
実
験
を
計
画

す
る
に
当
た
っ
て
、
検
討
委

員
会
が
設
立
さ
れ
、
３
回
開

　

東
海
Ｐ
Ａ
・
ス
マ

ー
ト
社
会
実
験
に
つ

い
て
隣
接
す
る
本
米
崎
地
区

住
民
よ
り
、
開
発
整
備
さ
れ

る
よ
う
強
い
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
本
米
崎
地
区
は
市
道

の
整
備
が
お
く
れ
、
今
も
っ

て
観
光
バ
ス
が
地
区
内
に
入

れ
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
に
も

大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
回
東
海
Ｐ

Ａ
・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実

東
海
Ｐ
Ａ
・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
は

東
海
Ｐ
Ａ
・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
は

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

東
海
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
社
会
実

験
実
施
計
画
書（
案
）が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
２

月
28
日
に
実
施
計
画
書
を
国

土
交
通
省
に
提
出
し
、
今
後

早
急
に
測
量
、
設
計
用
地
買

収
、
工
事
着
工
を
経
て
平
成

20
年
２
月
開
通
実
験
開
始
の

予
定
で
す
。

平
成
20
年
２
月
実
験
開
始
の
予
定
で
す

雨川和幸 議員

質問事項
１．市長４期目就任に対する市財政運

営の基本姿勢について
２．東海ＰＡスマートＩＣ社会実験実

現化にむけた東海村との共同開発
整備計画への取り組みについて

３．林野庁、県施策「美しい森づくり」
運動に関連し、那珂地区特産林業
用樹苗の生産対策について

　

今
、
国
土
保
全
や

地
球
温
暖
化
防
止
に

役
立
つ
森
林
整
備
を
推
進
す

る
た
め「
美
し
い
森
づ
く
り
」

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
社
会
問
題
化
し
て
い

る
ス
ギ
花
粉
症
防
止
の
た
め

少
花
粉
ス
ギ
の
緑
化
を
推
奨

し
て
お
り
ま
す
。県
も「
森
づ

く
り
推
進
室
」
を
設
置
し
、

森
林
再
生
の
運
動
を
し
て
い

ま
す
。
さ
て
、
本
市
は
古
く

花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
樹
苗
の
生
産
対
策
は

花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
樹
苗
の
生
産
対
策
は

か
ら
山
林
樹
苗
の
生
産
地
で

あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
な
林

業
不
振
の
影
響
で
後
継
者
不

足
と
老
齢
化
に
よ
り
、
新
し

い
技
術
に
よ
る
少
花
粉
・
無

花
粉
ス
ギ
の
生
産
体
制
が
立

ち
お
く
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
新
技
術
の
育
成
指
導
支

援
策
に
つ
い
て
伺
い
し
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

林
野
庁
の
「
美
し
い

森
づ
く
り
」
推
進
の
国
民
運

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
こ
れ
ら
に
関
連

し
て
民
有
林
造
成
事
業
を
実

施
し
、
間
伐
や
下
刈
り
の
補

助
な
ど
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
山
林
用
樹
苗
の

生
産
地
で
す
が
後
継
者
が

年
々
減
少
し
老
齢
化
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
は
林
業

試
験
場
と
連
携
し
た
生
産
指

導
育
成
支
援
を
講
じ
た
い
。

樹
苗
生
産
者
の
後
継
者
育
成
支
援
を
講
じ
た
い

▲水戸北スマートＩＣ社会実験

▲現在も杉苗を栽培しています（那珂市杉地区）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

上
さ
れ
、
中
学
校
敷
地
内
に

建
設
さ
れ
れ
ば
、
安
全
性
の

面
で
、
学
校
側
や
保
護
者
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
非
常
に

喜
ば
し
い
事
で
す
。
具
体
的

な
場
所
等
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

建
設

委
員
会
を
３
回
、専
門

委
員
会
を
６
回
実
施
し
た
。

体
育
館
建
設
位
置
は
、
西
側

の
民
地
を
含
め
た
現
在
の
場

結
成
さ
れ
た
の
は
一
ヶ
所
だ

け
で
19
年
度
は
、
５
団
体
の

予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
市
で
は
、
組
織
を
立
ち

上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
消
防

本
部
と
も
連
携
し
て
訓
練
、

指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
洪

水
時
の
浸
水
想
定
区
域
や
避

難
経
路
を
地
図
上
に
示
す
も

の
で
、
注
意
す
べ
き
事
項
な

ど
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の

役
割
と
し
て
、
地
域

住
民
が
、日
頃
か
ら
災
害
に
対

す
る
備
え
を
行
い
、
災
害
時

に
、地
域
ぐ
る
み
で
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
が
出
来
る
こ
と
が
理

想
で
す
。
那
珂
市
の
防
災
組

織
の
結
成
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
結
成
後
、
経
費
に

対
す
る
補
助
金
の
有
無
、
今

後
の
防
災
訓
練
の
実
施
予
定

等
を
伺
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
運
営
と
役
割
り
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
の
運
営
と
役
割
り
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
新
予
算
と
し

て
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
事
業
と
し
て
４
２
０
万

円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　

経
済
環
境
部
長

18
年
度
か
ら
、
こ
の

組
織
活
動
育
成
事
業
を
実
施

し
、
設
立
す
る
区
に
対
し

て
、
整
備
に
要
す
る
経
費
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
18
年
度

防
災
知
識
の
普
及
啓
発
に
役
立
て
た
い

▲体育館の改築予定地（瓜連中体育館）

君嶋寿男 議員

質問事項
１．自主防災組織の運営につ

いて
２．瓜連中学校整備計画につ

いて

　

瓜
連
中
学
校
屋
内

運
動
場
建
設
に
あ
た

り
、
平
成
17
年
度
よ
り
今
回

で
３
度
目
の
質
問
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
の
建
設
委
員
会

の
経
過
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
委
員
会
の
開

催
状
況
、
建
設
位
置
や
面

積
、
関
連
す
る
必
要
な
施
設

等
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
19
年
度
予
算
で
は

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
費
が
計

瓜
連
中
学
校
施
設
関
連
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

瓜
連
中
学
校
施
設
関
連
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

21
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
、
現
在
計
画
中
で
す

所
に
改
築
予
定
で
す
。
19
年

度
、
建
物
補
償
調
査
、
不
動

産
鑑
定
、
用
地
の
買
収
、
20

年
度
、実
施
設
計
、21
年
度
、

工
事
着
手
、完
成
予
定
で
す
。

　

規
模
は
、
中
学
校
用
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
２
面
、

剣
道
と
他
に
卓
球
が
で
き
る

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を
設
け
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
現
在

の
中
学
校
プ
ー
ル
南
側
の
市

営
住
宅
跡
地
の
予
定
で
す
。

▲市民防災マニュアルのパンフレット（静岡県三島市）
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

教
育
次
長　

平
成

18
年
12
月
末
で
の
滞

納
額
は
３
２
２
万
４
７
５
３

円
で
す
。
２
ヶ
月
以
上
の
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
電
話
催

告
と
訪
問
徴
収
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
悪
質
な
ケ
ー
ス
に

対
し
て
は
法
的
措
置
で
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
給
食
袋
に

よ
る
現
金
の
徴
収
方
法
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
保
護
者
と

共
に
調
査
研
究
し
ま
す
。

　

全
国
の
小
・
中
学

校
の
児
童
･
生
徒
の

１
％
10
万
人
近
く
が
給
食
費

を
滞
納
し
、
そ
の
総
額
は
22

億
円
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
法
第
６
条
で

は
、
学
校
給
食
の
食
材
は
保

護
者
が
負
担
す
る
よ
う
定
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
困

窮
者
に
は
、
就
学
援
助
制
度

と
い
う
救
済
措
置
が
あ
り
ま

す
。
一
部
の
保
護
者
が
滞
納

学
校
給
食
費
滞
納
額
３
２
２
万
円
の
回
収
対
策
は

学
校
給
食
費
滞
納
額
３
２
２
万
円
の
回
収
対
策
は

す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て

不
公
平
感
を
招
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
公
平
な
負
担
と
い

う
意
味
か
ら
も
当
市
の
未
納

対
策
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
は
、
残

高
不
足
等
に
よ
っ
て
未
納
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
未
納
・
滞
納

額
が
多
い
学
校
に
は
、
給
食

袋
に
よ
る
現
金
徴
収
を
復
活

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

悪
質
な
ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
法
的
措
置
で
対
応
す
る

▲学校給食風景（菅谷小学校）

笹島　猛 議員

質問事項
１．地球温暖化防止の取り組

みについて
２．学校給食について
３．就学援助制度について

　

厳
し
い
財
政
環
境

の
下
で
、
現
状
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ

ず
に
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
生
む
行
政
運
営
を
図

る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革

に
よ
る
効
率
化
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
急
務
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

外
部
的
民
営
化
す
な
わ
ち
、

民
間
の
技
術
と
能
力
を
最
大

限
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め

学
校
給
食
の
民
間
委
託
で
税
金
の
節
約
を
図
れ
！

学
校
給
食
の
民
間
委
託
で
税
金
の
節
約
を
図
れ
！

ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
自
治
体
の
財

政
悪
化
が
き
っ
か
け
で
、
平

成
10
年
頃
か
ら
全
国
の
学
校

給
食
の
民
間
委
託
が
急
速
に

伸
び
始
め
ま
し
た
。
民
間
に

委
託
す
れ
ば
半
額
の
経
費
で

済
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
果
的
に
、
委
託
に
よ
っ

て
浮
い
た
額
は
、
他
の
教
育

予
算
に
回
せ
ま
す
。
当
市
も

学
校
給
食
の
民
間
委
託
で
、

効
率
的
、
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
伺

い
ま
す
。

　

市
長　

現
在
、
給

食
配
送
業
務
や
、
主

食
で
あ
る
ご
飯
・
パ
ン
等
の
調

理
に
つ
い
て
は
民
間
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
副
食
等
に
つ

い
て
は
、
安
全
で
安
心
な
学

校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

当
面
は
直
営
で
運
営
し
ま
す
。

主
食
は
民
間
委
託
で
副
食
は
当
面
直
営
で
運
営
す
る

▲那珂市学校給食センター（南酒出地区）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

け
た
民
間
企
業
（
小
学
校
は

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
中
学
校
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
）
が
教
科
テ
ス
ト
と

１
０
０
項
目
近
い
個
人
情
報

を
独
占
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
学
力
テ
ス
ト
の
費
用

と
し
て
、
こ
の
民
間
２
企
業

に
計
67
億
円
の
税
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
受
験
産
業
と
国

が
全
国
の
子
供
と
家
庭
の
個

人
情
報
を
一
手
に
握
る
全
国

思
う
が
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

昨
年
当
初
予
算
は
利

用
者
２
０
０
人
で
５
７
６
万

円
計
上
し
ま
し
た
。
現
在
の

利
用
者
は
76
人
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
新
年
度
予
算
は

１
０
０
人
分
と
し
ま
し
た
。

　

１
回
に
つ
き
６
０
０
円
、

年
間
で
48
回
を
限
度
に
助
成

す
る
内
容
で
す
が
、
１
０
０

人
を
超
え
る
場
合
は
補
正
し

て
い
き
ま
す
。

　

市
長　

財
政
は
本
当
に
厳

し
い
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

真
に
必
要
と
し
て
い
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
今
後
と
も
誰
も
が
日

の
あ
た
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
実
現
の
た
め
、
担
当
と
協

議
し
な
が
ら
、
実
現
を
目
指

し
て
努
力
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
創
設

さ
れ
た
ば
か
り
の
福

祉
タ
ク
シ
ー
事
業
予
算
が
新

年
度
予
算
で
半
分
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
利
用
者
が

少
な
い
要
因
の
一
つ
に
、利
用

で
き
る
対
象
者
の
範
囲
が
非

常
に
狭
い
。
利
用
者
が
少
な

か
っ
た
か
ら
と
１
年
足
ら
ず

で
予
算
を
減
ら
す
の
で
は
な

く
こ
の
事
業
の
周
知
徹
底
や
、

対
象
者
を
広
げ
て
ほ
し
い
と

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
対
象
を
広
げ
て
ほ
し
い

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
対
象
を
広
げ
て
ほ
し
い

誰
も
が
日
の
当
た
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
努
力

▲那珂一中３年生の授業風景

▲上菅谷駅前タクシー乗り場

木村静枝 議員

質問事項
１．タクシー利用助成事業に

ついて
２．全国一斉学力テストにつ

いて

　

全
国
一
斉
学
力
テ

ス
ト
が
４
月
24
日
に

行
な
わ
れ
ま
す
。
す
べ
て

の
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年

生
、
２
０
０
万
人
以
上
を
対

象
に
、国
語
、算
数
（
数
学
）

の
学
力
テ
ス
ト
と
通
塾
状
況

な
ど
１
０
０
項
目
近
く
に
も

及
ぶ
質
問
調
査
で
す
。

　

こ
こ
で
新
た
に
問
題
と
な

る
の
は
個
人
情
報
保
護
の
点

で
す
。
文
科
省
と
委
託
を
受

個
人
情
報
保
護
が
問
題
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
や
め
よ

個
人
情
報
保
護
が
問
題
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
や
め
よ

学
力
テ
ス
ト
は
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
も
重
大
な
の

で
那
珂
市
は
参
加
す
べ
き
で

な
い
し
参
加
す
る
場
合
で
も

個
人
名
は
書
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

一
人
ひ

と
り
の
学
力
が
、現

在
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
の
か

役
立
つ
と
判
断
し
実
施
す
る
。

個
人
名
も
明
確
に
記
入
す
る
。

役
に
立
つ
の
で
実
施
し
、
個
人
名
も
明
確
に
す
る
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

械
士
競
技
大
会
に
、
担
当
職

員
が
５
泊
６
日
、
さ
ら
に
市

長
、
特
別
参
与
、
秘
書
課
長

も
参
加
し
、
約
35
万
５
千
円

と
補
助
金
12
万
円
を
支
出
し

て
い
ま
す
。
財
政
が
厳
し
い

中
、
担
当
職
員
１
名
の
対
応

で
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

市
長
公
室
長　

今

回
35
年
ぶ
り
に
日
本

で
開
催
さ
れ
た
国
際
博
覧
会

削
減
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
群
馬
県
太
田
市
で

は
平
成
８
年
度
か
ら
公
用
車

の
運
転
手
を
廃
止
し
、
経
費

削
減
及
び
事
務
効
率
化
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
回
の
選
挙
に
当
り
某
候
補

者
が
市
長
専
用
公
用
車
の
廃

止
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
市
長
の
ご
所
見
を
賜
り

た
い
。

　

矢
祭
町
長
の
報
酬

は
総
務
課
長
の
給
与

額
に
合
せ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
宮
城
県
知
事
が
20
％
、

潮
来
市
長
が
30
％
削
減
を
公

約
と
し
て
当
選
、
さ
ら
に
茨

城
町
長
選
に
前
収
入
役
が
20

％
削
減
を
掲
げ
出
馬
表
明
し

て
い
ま
す
。
本
市
の
市
長
選

に
お
い
て
も
２
名
の
候
補
が

報
酬
削
減
を
打
ち
出
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
市
長
報
酬

市
長
報
酬
の
削
減
及
び
市
長
公
用
車
の
廃
止
を

市
長
報
酬
の
削
減
及
び
市
長
公
用
車
の
廃
止
を

削
減
及
び
廃
止
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

石川利秋 議員

質問事項
１．市政運営について

　

広
島
市
平
和
記
念

式
典
に
全
国
の
７
３

８
市
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
秘
書
課
職
員
２

名
と
市
長
が
２
泊
３
日
で
参

加
し
ま
し
た
が
、
出
席
率
は

３
・
２
％
で
し
た
。
ま
た
、
式

典
終
了
後
、
２
日
間
「
愛
・
地

球
博
」を
視
察
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
博
視
察
の
必
要
性
と

効
果
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
農
業
機

行
政
視
察
の
目
的
と
必
要
性
及
び
効
果
は

行
政
視
察
の
目
的
と
必
要
性
及
び
効
果
は

な
の
で
行
政
を
預
か
る
ト
ッ

プ
と
し
て
視
察
す
る
必
要
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

視
察
に
よ
り
見
聞
を
広
げ
、

将
来
的
に
は
施
策
に
反
映
が

出
来
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

平
成
20

年
度
に
機
械
士
競
技
大
会
主

催
が
茨
城
に
な
る
事
や
、
当

市
か
ら
選
手
が
出
場
し
た
こ

と
も
考
慮
し
、
市
長
が
出
席

す
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
施
策
に
反
映
を

　

市
長　

市
長
報
酬

は
平
成
８
年
度
か
ら

据
え
置
き
し
て
い
る
の
で
削

減
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
長
公
用
車
は
、
市
長
の

職
務
は
常
に
危
機
管
理
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
過
密
な
業

務
を
、
支
障
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
執
行
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
の
で
、
廃
止
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲市長の広島原爆記念式典参加風景（H18.８）

茨城県内の首長報酬額（高い順、H18.４.１現在）

順位 市町村名 首長報酬月額
単位：千円

人口：人
（H18.３.31）適用年月日

１ 日　 立　 市 1,030 201,607 Ｈ８.４.１
２ 水　 戸　 市 1,021 263,840 Ｈ17.４.１
３ ひたちなか市 963 155,727 Ｈ８.４.１
４ 筑　 西　 市 957 114,282 Ｈ17.１.１
５ つ く ば 市 927 191,750 Ｈ６.４.１
６ 古　 河　 市 900 146,547 Ｈ17.９.12
７ 笠　 間　 市 900 82,017 Ｈ18.３.19
８ 常陸太田市 885 62,037 Ｈ10.４.１
９ 取　 手　 市 876 112,290 Ｈ11.１.１
10 常 総 市 870 64,653 Ｈ10.４.１
11 北 茨 城 市 870 50,753 Ｈ８.４.１
12 小 美 玉 市 856 53,683 Ｈ18.３.27
13 東 海 村 850 35,992 Ｈ９.１.１
14 那　 珂　 市 841 56,599 Ｈ８.４.１
15 石　 岡　 市 836 83,193 Ｈ18.４.１
16 鹿　 嶋　 市 836 64,914 Ｈ14.４.１
県内44市町村平均 794
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

を
確
保
し
、
子
育
て
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

保
育
場
所
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
場
と

し
て
も
整
備
し
、
市
内
の
子

育
て
支
援
の
拠
点
と
し
ま
す
。

　

福
祉
・
保
健
に
加
え
、
教

育
や
環
境
を
含
め
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
方
向
で

関
係
機
関
と
調
整
し
ま
す
。

　

図
書
館
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
貸
出
･
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
・
文
化
活
動
の

３
つ
が
あ
る
そ
う
で
す
。
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
と
は
、
情
報
を

求
め
る
利
用
者
に
適
切
な
資

料
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
も
充

実
し
た
図
書
館
に
な
る
よ
う

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

開
館
後
、
１
日
平
均
千
人

以
上
の
利
用
者
が
あ
る
そ
う

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
や
読
書
推
進
事
業
を

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
や
読
書
推
進
事
業
を

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活

用
し
た
図
書
館
運
営
を
考
慮

さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

教
育
長
に
今
後
の
図
書
館

運
営
と
読
書
推
進
に
つ
い
て

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

利
用

者
に
信
頼
さ
れ
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
に
努
め
ま
す
。
平

成
19
年
度
は
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
整
備
充
実
を
図
り
、

映
画
会
や
読
み
聞
か
せ
等
を

行
い
ま
す
。
図
書
館
協
議
会

を
設
置
し
、
今
後
の
運
営
を

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
長　

生
涯
学
習
の
拠

点
と
し
、
さ
ら
に
新
し
い
文

化
情
報
の
発
信
基
地
と
し
て

発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

図
書
館
を
め
ざ
し
、
市
民
の

自
発
的
活
動
を
支
援
し
て
、

読
書
推
進
を
図
り
ま
す
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
図
書
館
を
め
ざ
す

▲受付窓口と自動貸出機（那珂市立図書館）

蝦名純子 議員

質問事項
１．市立図書館の運営につい

て
２．子育て支援について

　

平
成
17
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
新
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
、

法
務
局
跡
地
に
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
教
育

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
幼
児

期
の
教
育
や
家
庭
教
育
が
明

文
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
社
会
福
祉
課

総
合
的
な
子
育
て
支
援
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を

総
合
的
な
子
育
て
支
援
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を

か
ら
子
育
て
支
援
の
内
容
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
内
容
の
変
更
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、

教
育
面
も
含
め
た
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
作
成
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。　

保
健
福
祉
部
長　

子
育
て
中
の
親
子
が

立
寄
れ
る
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス

作
成
す
る
方
向
で
関
係
機
関
と
調
整
す
る

▲那珂市地域子育て支援センターが４月よりオープン
　（旧水戸地方法務局那珂出張所跡）
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

願
い
し
、
出
席
し
て
頂
き
ま

し
た
。
那
珂
市
の
現
状
と
今

後
の
方
針
、
採
用
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

市

民
の
移
動
手
段
の
状

況
は
自
動
車
ま
た
は
バ
イ
ク

が
約
77
％
、
徒
歩
、
自
転
車

が
約
10
％
で
、
公
共
交
通
手

段
で
あ
る
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
等
の

利
用
者
は
10
％
台
に
過
ぎ
ま

　

市
長
公
室
長　

那

珂
市
長
交
際
費
の
公

表
に
関
す
る
要
綱
を
４
月
１

日
に
施
行
し
ま
す
。
４
月
支

出
分
か
ら
の
、
支
出
の
日
、

支
出
区
分
、
支
出
金
額
、
支

出
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
掲

載
媒
体
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
で
き
な
い
方
へ
の
対
応
は
、

那
珂
市
公
文
書
の
開
示
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
請
求

　

以
前
質
問
し
、
提

言
を
し
ま
し
た
、
市

長
交
際
費
の
公
開
の
事
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
隣
接

自
治
体
に
お
い
て
は
、
お
お

む
ね
実
施
の
状
況
で
す
。
19

年
度
に
は
本
市
も
公
開
す
る

旨
の
答
弁
で
し
た
。
答
弁
に

ま
ち
が
い
は
な
い
か
、
ま
た

そ
の
公
開
基
準
、
掲
載
媒
体

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
交
際
費
の
公
開
、
基
準
、
掲
載
媒
体
を
伺
う

市
長
交
際
費
の
公
開
、
基
準
、
掲
載
媒
体
を
伺
う

４
月
１
日
要
綱
施
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
公
開
す
る

海野　徹 議員

質問事項
１．小宅市政今期の運営方針について
２．選挙について
３．懲戒処分の公表指針について
４．下水道事業について
５．放課後児童クラブについて
６．市長交際費の公開について
７．広報紙・ホームページ・封筒等へ

の広告掲載について
８．デマンド交通システムについて
９．那珂市大使について

▲市長交際費の支出状況をホームページなどに掲載している
自治体が増えています。

　

タ
ク
シ
ー
と
定
期

路
線
バ
ス
の
利
便
性

に
つ
い
て
は
、
料
金
に
差
異

が
な
け
れ
ば
、
タ
ク
シ
ー
と

な
る
こ
と
は
明
瞭
で
す
。
以

前
に
は
、
東
海
村
の
事
例
等

を
紹
介
し
、提
案
し
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
城
里
町
で
は
、

本
年
２
月
よ
り
試
行
運
転
に

入
り
ま
し
た
。
先
般
、
企
画

課
担
当
者
に
、
全
国
で
の
先

進
事
例
研
究
会
に
参
加
を
お

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
採
用
の
方
向
性
を
伺
う

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
採
用
の
方
向
性
を
伺
う

せ
ん
。
福
祉
バ
ス
は
運
行
計

画
の
見
直
し
を
頻
繁
に
行
っ

て
い
る
も
の
の
、
利
用
者
確

保
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
の
廃
止
、
縮
小

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
移
動
手
段
確
保
対
策

と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、
市
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

市
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時
期
と
認
識

が
あ
れ
ば
、公
表
致
し
ま
す
。

　

今
後
、
近
隣
市
町
村
の
状

況
を
踏
ま
え
、
広
報
紙
へ
の

掲
載
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　デマンド交通システムとは、一概にいうと、路線バスと
戸口前まで送迎するタクシーを合わせたような交通システ
ムです。
　実際の運用例としては、利用する場合に電話で予約を入
れます。送迎はジャンボタクシーが主で、同じ目的地の近
くまで行く乗客を、途中で乗り降りさせながら、乗り合わ
せで利用するものです。
　目的地までの時間は多少かかるものの、利用料金は、タ
クシーよりも割安になることや、戸口までの送迎など利便
性もよくなるようです。

デマンド交通システム
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

平
成
18
年
１
月

「
広
報
な
か
」
に
お

い
て
、
地
域
審
議
会
の
内
容

に
関
し
て
公
表
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

今
ま
で
は
あ
ま
り
公
表
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

今
後
は
各
種
審
議
会
の
内
容

と
結
果
等
に
つ
い
て
、
支
障

の
あ
る
も
の
を
除
き
、
更
な

る
公
表
を
す
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
で
す
か
。

審
議
会
の
そ
の
内
容
と
結
果
等
の
公
表
に
つ
い
て

審
議
会
の
そ
の
内
容
と
結
果
等
の
公
表
に
つ
い
て

　

市
長
公
室
長　

審

議
会
の
結
果
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
審
議
会
の
性

格
に
も
よ
り
ま
す
が
、
公
表

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
表
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

公
表
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
公
表
し
た
い

寺門　近 議員

質問事項
１．那珂市行政改革の実施計

画について

　

官
庁
会
計
で
、
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公

表
す
る
こ
と
は
、
今
ま
で
に

な
い
画
期
的
な
こ
と
で
、
会

計
の
原
則
で
あ
る
真
実
性
、

透
明
性
が
明
ら
か
に
な
り
、

理
解
度
が
深
ま
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

で
こ
の
表
で
は
一
般
会
計
で

の
地
方
債
残
高
は
、
１
９
２

億
５
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
特
別
会
計
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
公
表
に
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
公
表
に
つ
い
て

地
方
債
残
高
は
い
く
ら
あ
る

か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

総
務
部
長　

特
別

会
計
の
地
方
債
残
高

は
、
３
事
業
会
計
で
１
４
９

億
７
千
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
３
月
号
「
広
報
な
か
」
で
公
表
し
て
い
る

那珂市バランスシート
（H18.３.31現在　一般会計分　単位：千円）

資産の部 負債の部

１有形固定資産 58,635,340 １固定負債

（うち土地　17,851,157）⑴地方債 17,572,014

有形固定資産計 58,635,340 ⑵債務負担行為 17,609

２投資等 ⑶退職給与引当金 4,169,246

⑴投資及び出資金 1,870,265 固定負債合計 21,758,869

⑵貸付金 119,027 ２流動負債

⑶基金 2,821,360 ⑴翌年度償還予定額 1,683,740

⑷積立金 152,883 流動負債合計 1,683,740

投資等合計 4,963,535 負債合計 23,442,609

３流動資産

⑴現金・預金 2,303,157 正味資産の部

⑵未収金 575,018 １国庫支出金 5,097,922

流動資産合計 2,878,175 ２都道府県支出金 1,812,011

３一般財源等 36,124,508

正味資産合計 43,034,441

資産合計 66,477,050 負債・正味資産合計 66,477,050

平成17年度の主な審議会等委員数と開催回数

審議会等名称 委員総数 開催回数

市町村防災会議 22 １
国民健康保険運営協議会 12 ２
介護認定審査会 20 48
環境審議会 20 ３
公民館運営審議会 58 26
社会教育委員会 15 ４
那珂市都市計画審議会 16 １
地域審議会 30 ４
那珂市農政審議会 24 ２
那珂市総合開発審議会 20 ０
教育委員会 ５ 14
選挙管理委員会 ４ ８
農業委員会 30 12
固定資産評価審査委員会 ３ ２
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

あ
り
ま
す
。

　

市
長　

都
市
計
画

道
路
菅
谷
飯
田
線
の

整
備
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

那
珂
瓜
連
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
お
い
て
も
、
新
市
の

均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉

向
上
を
図
る
た
め
、
県
が
事

業
主
体
と
し
て
実
施
す
る
事

業
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て

　

市
長　

農
業
は
本

市
の
重
要
な
基
幹
産

業
で
あ
り
ま
す
。
本
市
の
農

業
を
維
持
し
て
い
く
上
で

は
、
確
か
に
農
業
後
継
者
及

び
担
い
手
の
育
成
確
保
が
重

要
か
つ
緊
急
的
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
は
認
定
農
業

者
支
援
事
業
等
の
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

農
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

都
市
と
農
村
と
の
交
流
を
図

　

戦
後
農
政
の
大
転

換
と
言
わ
れ
る
農
政

改
革
担
い
手
経
営
安
定
新
法

が
、
今
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
。
農
業
は
、
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
、
遊
休

農
地
の
増
加
な
ど
、
厳
し
い

情
勢
が
続
く
な
か
、
い
か
に

し
て
地
域
農
業
を
推
進
し
て

発
展
さ
せ
て
い
く
か
が
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
市
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

農
政
の
大
転
換
期
に
お
け
る
本
市
の
対
策
は

農
政
の
大
転
換
期
に
お
け
る
本
市
の
対
策
は

農
業
後
継
者
及
び
担
い
手
対
策
を
推
進
し
ま
す

車田一嗣 議員

質問事項
１．農業振興について
２．環境整備について
３．都市計画街路菅谷飯田線

及び菅谷小原内水戸線の
整備促進

▲農地（後台地区）

　

菅
谷
飯
田
線
は
、

那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
ひ
た
ち
な
か
地
区

を
結
ぶ
、
本
市
の
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
り
ま
す
。
国
道

６
号
線
か
ら
国
道
３
４
９
号

バ
イ
パ
ス
ま
で
は
、
昭
和
63

年
に
暫
定
的
供
用
開
始
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
以
後
の
工

事
は
大
巾
に
遅
れ
を
来
た
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早

期
整
備
を
強
く
願
う
も
の
で

都
市
計
画
道
路
菅
谷
飯
田
線
の
整
備
促
進
を

都
市
計
画
道
路
菅
谷
飯
田
線
の
整
備
促
進
を

も
、
県
議
会
土
木
委
員
会
に

対
し
、
本
市
の
主
要
な
基
盤

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
整

備
促
進
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
、
県
・
県
議
会
へ
積

極
的
促
進
を
働
き
か
け
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
県
議
会
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す

る
な
ど
、
若
い
人
が
農
業
に

魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
更
に
、
農

産
物
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
高
付
加
価
値
型
の
都

市
農
業
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲建設中の菅谷飯田線
　（国道６号と国道118号を結びます）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

地
方
振
興
交
付
金
を
交
付
し

て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
区

長
制
度
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　

類
似
公
民
館
は
全
地
区
に

設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
課
題

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
自
治
支
援
は
、
今
後

益
々
重
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
、
何
ら
か
の
体
制
整
備
や

組
織
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

国
か
ら
の
税
源
移

譲
に
伴
い
、
私
た
ち

の
納
め
る
個
人
住
民
税
（
那

珂
市
で
は
５
億
数
千
万
円
）

が
自
主
財
源
と
な
り
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

国
で
は
１
０
０
％
徴
収
さ

れ
る
も
の
と
し
て
算
定
し
て

い
ま
す
か
ら
、
昨
年
度
の
徴

収
率
91
・
５
％
で
計
算
す
る

と
約
４
、
５
０
０
万
円
の
財

源
不
足
と
な
る
可
能
性
が
あ

税
源
移
譲
（
個
人
住
民
税
）
に
伴
う
徴
収
体
制
は

税
源
移
譲
（
個
人
住
民
税
）
に
伴
う
徴
収
体
制
は

り
ま
す
。

　

徴
収
率
の
更
な
る
向
上
と

税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
上

か
ら
も
悪
質
な
滞
納
者
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
水
戸
市
等
で
実
施
の
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
車
の
差
し

押
え
に
つ
い
て
導
入
は
検
討

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

税
の

徴
収
に
つ
い
て
は
15

人
体
制
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
悪
質
な
滞
納
者
に

は
差
し
押
え
を
積
極
的
に
行

い
、
昨
年
は
３
件
の
公
売
も

実
施
し
ま
し
た
。
新
た
な
対

策
と
し
て
滞
納
者
を
対
象
と

し
た
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
車

の
差
し
押
え
に
つ
い
て
は
現

体
制
で
は
難
し
い
と
考
え
、

今
後
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

公
平
性
を
確
保
し
、
悪
質
な
例
に
は
毅
然
と
対
応

▲自動車差し押さえ用のタイヤロック器具（水戸市）

先﨑　光 議員

質問事項
１．税源移譲（個人住民税）

に伴う徴収体制の強化に
ついて

２．住民自治の推進について

　

今
後
も
広
域
合
併

が
進
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
市
町
村
の
枠
組
み
が
変

っ
て
も
、
変
る
こ
と
の
な
い

住
民
自
治
の
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
行
政
の
末
端
の
役
職
的

な
位
置
づ
け
の
現
在
の
区
長

制
度
か
ら
、
住
民
自
ら
地
域

を
治
め
る
意
味
の
自
治
会
制

度
に
移
行
の
時
期
と
考
え
ま

す
。 住

民
自
治
の
推
進
に
つ
い
て

住
民
自
治
の
推
進
に
つ
い
て

　

ま
た
類
似
公
民
館
の
整
備

を
更
に
推
進
し
、
住
民
の
自

治
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
担
当
窓
口
と
し
て
の
自

治
推
進
課
等
の
設
置
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

市
内

71
の
区
を
住
民
自
治

を
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、

行
事
・
運
営
に
活
用
で
き
る

支
援
の
た
め
の
体
制
整
備
、
組
織
を
検
討
し
ま
す
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６月上旬から開会予定です
　第２回定例会の開催日程は、下記の日程（案）
のとおり開催する予定です。
　また、この会期日程は、議案件数や一般質問者
数によって、変更になる場合があります。
　日程の変更や詳細については、議会事務局や議
会のホームページでも、ご案内いたしております。
お気軽にお電話、お立ち寄り下さい。
　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、
５月25日（金）までにお願いいたします。
     
　那珂市議会事務局（那珂市役所２階）
　電話　298－1111　議会事務局まで

平成19年第２回定例会
開会予定のお知らせ

議会を傍聴しましょう
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員
会を公開しております。
　傍聴をご希望の方は、事前に会議の開催日
や時間を、ご確認の上、おいでください。
　傍聴の手続は、所定の用紙に住所・氏名を
記入していただき、傍聴券の交付を受けるだ
けです。お気軽においでください。
　その他不明な点は、議会事務局までお問い
合わせください。

www.city.naka.ibaraki.jp/

議員名簿・会期日程・傍
聴・請願陳情・議決結果・
議会だよりなど掲載して
おります。

市議会のページを
クリックしてください。

月　日 曜 議　事　予　定

６・５ 火

本会議
　○開会
　○継続審査案件の委員長報告
　○請願・陳情の委員会付託など

６・６ 水
本会議
　○議案審議など

６・７ 木 常任委員会（総務・経済）

６・８ 金 常任委員会（建設・教育厚生）

６・９ 土 休会

６・10 日 休会

６・11 月 本会議（一般質問）

６・12 火 本会議（一般質問）

６・13 水 本会議（一般質問）

６・14 木 休会　

６・15 金
本会議
　○委員長報告など
　○閉会

議会の会議録について
　議会の本会議の会議録は、公開しており、議会
事務局で閲覧できるようになっております。

　今回、皆様が、いつでも議会の会議録を閲覧で
きるように、平成17年３月以降に開催した議会
の会議録をホームページに掲載いたしました。
　また、那珂市立図書館にも平成17年２月以降
の会議録を配置しましたので、ご利用下さい。

　なお、ホームページや図書館に配置していない、
過去の議会本会議の会議録は、議会事務局で閲覧
できますので、ご利用下さい。

　◆詳しくは議会事務局まで
　　　　TEL　298－1111
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１月

古紙配合率 100％再生紙と大豆油インキを使用しています。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
長

　
　
　
　
　

  

根
本　

慎
一

　

現
在
の
広
報
委
員
会
も
引

き
継
い
で
か
ら
満
１
年
が
経

過
。
多
く
の
読
者
か
ら
「
議

会
だ
よ
り
」
の
改
善
提
言
や

評
価
も
頂
き
ま
し
た
。
委
員

会
で
も
よ
り
見
易
く
、
か
つ

身
近
な
広
報
紙
を
目
指
し
、

水
戸
市
、
日
立
市
議
会
の
広

報
委
員
会
を
訪
れ
意
見
交
換

等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本
年

の
２
月
８
日
に
は
阿
見
町
議

会
が
当
議
会
広
報
紙
を
模
範

的
で
あ
る
と
評
価
し
て
の
視

察
・
調
査
が
あ
り
良
い
交
流

と
な
っ
た
。
な
お
、
市
民
の

皆
様
へ
の
議
会
情
報
の
提
供

は
「
議
会
だ
よ
り
」
以
外
に

も
新
図
書
館
で
は
議
会
議
事

録
等
を
閲
覧
、
当
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
議
会
議
事
録
や

委
員
会
構
成
、
議
会
予
定
、

一
般
質
問
通
告
書
等
多
く
の

情
報
を
掲
載
。
是
非
、
こ
れ

ら
も
利
用
し
て
議
会
の
様
子

を
調
べ
た
り
、
よ
り
幅
広
い

角
度
か
ら
の
評
価
に
役
立
て

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

根
本　

慎
一

　

副
委
員
長　

海
野　
　

徹

　

委　
　

員　

寺
門　
　

近

　

委　
　

員　

石
川　

憲
男

印刷/有限会社  エヌプラン・サービス

17日　広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.10編集）
23日　広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.10編集）
25日　梅大使来訪

６日　総務常任委員会
　　　（「効率的な行政組織について」審議）
７日　経済常任委員会
　　　（「地産地消について」審議）
８日　教育厚生常任委員会
　　　（「学校と地域との連携について」審議）
　　　阿見町議会視察来庁

５日　那珂市議会第１回定例会
　　　（開会、委員長報告）
　　　議会運営委員会
　　　全員協議会
　　　常任委員長会議
６日　那珂市議会第１回定例会
　　　（本会議　執行部提出の条例改正や補正予算など

議案審議）
　　　議会運営委員会
７日　那珂市議会第１回定例会
　　　総務常任委員会
　　　（当初予算審議）
　　　経済常任委員会
　　　（当初予算審議）
８日　那珂市議会第１回定例会
　　　建設常任委員会
　　　（当初予算審議）
　　　教育厚生常任委員会
　　　（当初予算審議）
12日　那珂市議会第１回定例会
　　　（一般質問、５名の議員が質問）
13日　那珂市議会第１回定例会
　　　（一般質問、５名の議員が質問）
　　　議会運営委員会
14日　那珂市議会第１回定例会
　　　（一般質問、４名の議員が質問）
　　　全員協議会
16日　那珂市議会第１回定例会
　　　（当初予算、人事案件審議、閉会）
　　　全員協議会

２月

３月

▲水戸の梅まつりのＰＲのため、水戸市観光協会
会長と梅大使が来訪しました。那珂市から２名の
方が梅大使として活躍しています。

▲阿見町議会の広報編集委員が、来訪し、「那珂市議
会だより」の編集内容などについて研修をしました。

９日　原子力安全対策特別委員会
　　　（環境放射線監視結果など審議）
15日　議会運営委員会
　　　（３月定例会の日程など審議）
26日　議会運営委員会
　　　（３月定例会への提出議案・一般質問通告など審

議）


